
分野・地域を越えた実践的情報教育協働ネットワーク
組込みシステム分野 (enPiT-EMB)

Project-Based Learning 成果報告

分野・地域を越えた実践的情報教育協働ネットワーク組込みシステム分野

全国の 15 大学が連携して進める教育プログラム「分野・地域を越えた実践的情報教育協働ネット
ワーク」において,九州大学,名古屋大学では付加価値の高い Cyber Physical Systemを構築できる
人材の育成を目的として，平成 25 年度より教育コースを開始した．本セッションでは本プログラム
で実施した Project-Based Learning の成果報告を行う．

1. は じ め に

今日，我が国が抱える震災復興や少子高齢化など
種々の社会的課題の解決や，社会の新たな価値や産業
の創出などを，情報技術の活用を通じて行うことが重
要な課題となっている．この情報技術を活用して社会
の具体的な課題を解決できる人材を育成するために，
文部科学省 情報技術人材育成のための実践教育ネッ
トワーク形成事業の支援のもとで，九州大学を含む全
国の 15大学（申請代表校：大阪大学）は，教育プログ
ラム「分野・地域を越えた実践的情報教育協働ネット
ワーク（Education Network for Practical Informa-

tion Technologies，略称 enPiT：エンピット）」を平
成 24年に開始した．enPiTでは，大学間／大学・企
業間で緊密に連携をとりながら，クラウドコンピュー
ティング，セキュリティ，組込みシステム，ビジネスア
プリケーションの 4つの分野を対象に，グループワー
クを用いた短期集中合宿や分散 PBLを実施し，日本
の将来を担う世界に通用する真の実践力を備えた人材
を全国規模で育成することを目指す．
九州大学は，名古屋大学と共に，組込みシステム分
野において，大学，企業，団体等と密接に連携し，実
践的な教育を実施・普及する．

2. enPiT・組込みシステム分野

組込みシステム分野では，「組込みシステム開発技
術を活用して産業界の具体的な課題を解決し，付加価
値の高いサイバーフィジカルシステム（CPS）の構築

による効率のよい社会システムを実現し，エネルギー
や環境問題など現在の日本が抱える重要課題に対応で
きる人材」を育成することを目標として，ディペンダ
ビリティ技術，センサー・ネットワーク技術，モデル
ベース開発・検証技術，HW/SW協調開発技術等の組
込みシステム開発に関する発展的な内容を学習する．
連携大学（九州大学・名古屋大学）内にとどまらず，
広く全国から参加大学を募り，情報処理学会組込みシ
ステム研究会の後援を受け，九州大学の連合型 PBL

（Project Based Learning）と新しい産学連携教育手
法である名古屋大学の OJL（On the Job Learning）
の 2タイプを実施する．両タイプとも問題発見能力を
身につける「基本コース」（主に修士課程 1年生を対
象）と管理技術とその運用方法まで踏込んだ高度な問
題解決能力を身につける「発展コース」（修士課程 1・
2年生を対象）を設ける．参加学生の指導教員は，学
生に帯同して一緒に教育コースに参加し，分散 PBL

の実施ノウハウを修得することとしている．補助期間
終了後に各大学で教育コースを継続して実施できる体
制にするためである．
カリキュラムは，(1)基礎知識学習は，組込みシステ
ム基礎，ソフトウェア工学，および各大学で必要とさ
れる科目で構成する．(2)短期集中合宿は，分散 PBL

のキックオフ合宿という位置付けで，基本コースでは
サマースクール，発展コースではスプリングスクール
となる．(3)分散 PBLは，九州大学の連合型 PBLと
名古屋大学の OJLのいずれかである（表 1）．
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表 1 組込みシステム分野のカリキュラム�
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